


わが町の歴史を観光資源に

周年記念企業

全
国
に

万

社

帝
国
デ
ー
タ

調

査

京
浜
急
行
、は
と
バ
ス
な
ど

宿
泊
料
は

％
増
加


月
の
家
計
消
費
動
向
調
査

景況判断

中
小
の
み「
下
降
超
」

法
人
企
業

景
気
予
測
調
査
来
期
も
同
様
の
見
通
し

賢い節税セミナー⑫

平
成

年
税
制
改
正
大
綱

月の全国企業倒産、帝国データ調べ

３ヵ月ぶりに減少

負債額は２ヵ月連続減

「
人
手
不
足
」が
最
大
の
懸
念
材
料

帝国データ
企 業 調 査２割が回復見込む

年の景気見通し

ネ
ッ
ト
利
用
の
支
出

前
年
比

・
５
％
増

旅
行
業
の
ア
バ
ン
テ
ィ

自
己
破
産
を
申
請

　
花
の
都
パ
リ
を
幾
度
も
訪

れ
た
。ギ
メ
博
物
館
を
訪
れ
、

中
央
ア
ジ
ア
の
貴
重
な
出
土

品
に
接
す
る
た
び
、
文
化
大

国
フ
ラ
ン
ス
の
凄
さ
を
識し

ら

さ
れ
る
。
先
日
、
セ
ー
ヌ
河

沿
い
の
地
下
鉄
カ
ー
デ
ナ
ル

モ
リ
ー
ネ
駅
の
す
ぐ
側
に
あ

る
国
立
自
然
史
博
物
館
に
初

め
て
歩
を
進
め
、
動
植
物
の

進
化
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

が
あ
っ
た
。
か
つ
て
、
ガ
ラ

パ
ゴ
ス
島
を
旅
し
、
進
化
論

に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
３

日
間
も
こ
の
広
大
な
博
物
館

に
通
っ
た
。そ
の
お
か
げ
で
、

す
ぐ
近
く
に
あ
る
遺
跡
の
存

在
を
偶
然
に
知
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　「
リ
ュ
テ
ス
円
形
闘
技
場
」

だ
。
パ
リ
第
６
・
７
大
学
の

近
く
に
あ
る
が
、
マ
ン
シ
ョ

ン
群
の
谷
間
に
、
ほ
ぼ
原
形

を
と
ど
め
る
。
日
本
版
観
光

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
記
載
さ
れ

て
い
な
い
か
ら
か
、
日
本
人

の
姿
は
な
く
、
英
語
版
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
持
つ
旅
行
者
が

ポ
ツ
ポ
ツ
訪
れ
る
。
お
し
な

べ
て
ロ
ー
マ
史
フ
ァ
ン
の
外

国
人
に
限
ら
れ
て
い
る
印
象

を
受
け
た
。

　
１
９
６
９
年
、
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
工
事
中
に
発
見
さ
れ

た
と
い
う
。
パ
リ
に
存
在
す

る
ロ
ー
マ
時
代
の
唯
一
の
遺

跡
で
、一
見
の
価
値
が
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
各
地
方
に
も
円
形

競
技
場
は
遺
っ
て
は
い
る

が
、
パ
リ
と
い
う
大
都
会
の

真
ん
中
に
も
あ
る
と
は
驚
き

で
あ
っ
た
。

　
解
説
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
Ｃ
１

世
紀
の
ロ
ー
マ
時
代
の
建
造

ゆ
え
、
ロ
ー
マ
の
コ
ロ
ッ
セ

ウ
ム
よ
り
も
や
や
古
い
。
１

３
２
㍍
、
１
０
０
㍍
の
円
形

で
、
周
囲
に
石
段
の
観
覧
席

も
遺
っ
て
い
て
、
市
民
た
ち

の
憩
い
の
場
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
た
。

　
あ
ち
こ
ち
の
ロ
ー
マ
時
代

の
円
形
競
技
場
は
、
立
派
な

石
積
み
の
観
覧
席
を
持
ち
、

数
万
人
の
観
客
を
収
容
す
る

ほ
ど
の
偉
容
を
誇
る
の
が
一

般
的
だ
。
権
力
者
の
パ
ワ
ー

を
見
せ
つ
け
る
装
置
で
も
あ

る
た
め
、
奴
隷
た
ち
に
造
ら

せ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の

リ
ュ
テ
ス
は
１
７
０
０
人
収

容
の
小
規
模
な
競
技
場
。
公

園
と
し
て
開
放
さ
れ
て
い

て
、
少
年
た
ち
が
サ
ッ
カ
ー

を
楽
し
み
、
老
人
た
ち
が
ペ

タ
ン
ク
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　
周
囲
に
大
樹
が
繁
り
、
競

技
場
を
囲
む
形
で
森
と
な
っ

て
い
て
、
外
か
ら
で
は
こ
の

遺
跡
に
気
づ
か
な
い
。
し
か

も
ル
ー
モ
ン
ジ
ュ
通
り
の
建

物
の
背
後
に
位
置
す
る
の
で

容
易
に
見
つ
け
る
こ
と
も
で

き
ず
、
住
民
も
ロ
ー
マ
遺
跡

と
知
ら
な
か
っ
た
り
す
る
。

　
発
見
さ
れ
る
ま
で
は
、
大

富
豪
の
邸
宅
が
建
っ
て
い
た

そ
う
で
、
玄
関
と
な
る
入
り

口
の
巨
大
さ
と
見
事
な
装
飾

が
訪
問
者
を
圧
倒
す
る
。
邸

宅
建
設
の
た
め
に
こ
の
遺
跡

を
埋
め
た
ら
し
い
が
、
な
ぜ

埋
め
た
の
か
不
思
議
に
思
う

し
か
な
か
っ
た
。
カ
ル
チ
ェ

・
ラ
タ
ン
と
い
う
文
化
と
学

問
の
地
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る

こ
の
歴
史
的
遺
産
を
、
パ
リ

の
人
た
ち
は
な
ぜ
軽
視
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
フ
ラ
ン
ス
人

た
ち
に
と
っ
て
は
、
こ
の
ロ

ー
マ
遺
跡
は
邪
魔
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

　
誇
り
高
き
フ
ラ
ン
ス
人

は
、
ロ
ー
マ
に
支
配
さ
れ
て

い
た
と
い
う
痕
跡
を
消
し
、

フ
ラ
ン
ス
文
化
一
色
の
パ
リ

に
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
近
く
に
あ
る
世
界
的
な

自
然
史
博
物
館
を
持
つ
パ

リ
、
小
規
模
な
ロ
ー
マ
文
化

の
象
徴
は
、
も
し
か
し
た
な

ら
目
障
り
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
た
と
え
目
障
り
で

あ
ろ
う
と
も
、
歴
史
は
後
世

に
伝
え
る
義
務
が
現
代
人
に

は
あ
る
。

　
私
の
育
っ
た
大
阪
府
泉
佐

野
市
に
は
、
紀
貫
之
が
訪
れ

て
歌
を
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
蟻

通
神
社
が
あ
り
、
朝
廷
の
幹

部
だ
っ
た
王
子
が
休
憩
さ
れ

た
碑
が
建
つ
。
ま
た
、
豊
臣

方
の
武
将
で
大
坂
夏
の
陣
・

樫
井
の
戦
い
で
命
を
落
と
し

た
塙
団
右
衛
門
（
直
之
）
の

墓
も
あ
る
。そ
の
前
に
は
、塙

の
僚
友
で
あ
っ
た
淡
輪
重
政

の
立
派
な
墓
も
建
つ
。
わ
が

郷
土
の
名
所
、
歴
史
フ
ァ
ン

が
訪
れ
る
の
が
う
れ
し
い
。

　
わ
が
町
の
歴
史
を
掘
り
起

こ
し
、
大
々
的
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
観
光
資
源
に
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
ど
の
自
治
体
に
も

歴
史
が
あ
る
で
は
な
い
か
。

　
と
こ
ろ
で
「
リ
ュ
テ
ス
円

形
闘
技
場
」
に
つ
い
て
、
研

究
し
て
下
さ
る
研
究
者
が
お

れ
ば
、
と
期
待
を
寄
せ
る
者

で
あ
る
。

　
（
日
体
大
理
事
長
、
松
浪

健
四
郎
）

　
ち
ょ
う
ど
、

月

日
に
平
成


年
の
税
制
改
正
大
綱
が
発
表
さ

れ
た
。
以
前
に
も
、
こ
の
改
正
に

つ
い
て
触
れ
た
が
、
一
度
、
皆
さ

ん
に
関
係
し
そ
う
な
部
分
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
整
理
し
た
い
と
思

う
。

　
「
個
人
課
税
（
所
得
税
）
を
強

化
」と
い
っ
て
い
い
今
回
の
改
正
、

ま
ず
は
給
与
所
得
控
除
額
に
大
き

な
改
正
が
入
っ
た
。
そ
も
そ
も
、

給
与
所
得
控
除
や
後
述
す
る
公
的

年
金
等
控
除
が
何
た
る
か
は
紙
面

の
都
合
上
今
回
は
割
愛
す
る
が
、

今
ま
で
、
年
収
１
千
万
円
超
の
給

与
所
得
控
除
額
は
２
２
０
万
円
で

頭
打
ち
と
な
っ
て
い
た
が
、
今
回

の
改
正
で
、
８
５
０
万
円
超
の
そ

れ
が
１
９
５
万
円
と

万
円
引
き

下
げ
ら
れ
た
。
年
収
８
５
０
万
円

超
が
高
額
の
収
入
者
か
と
い
う
議

論
も
あ
っ
た
が
、
筆
者
に
は
取
れ

る
と
こ
ろ
か
ら
、
税
金
を
取
る
と

い
う
姿
勢
に
変
わ
り
は
な
い
と
思

っ
て
し
ま
っ
た
。

　
次
に
、
公
的
年
金
等
控
除
に
も

改
正
が
入
っ
た
。
こ
ち
ら
は
、
控

除
額
の
計
算
が
複
雑
な
の
で
、
ポ

イ
ン
ト
だ
け
だ
が
、
高
額
の
年
金

を
も
ら
っ
て
い
た
り
、
年
金
以
外

の
収
入
が
一
定
額
以
上
あ
る
と
、

公
的
年
金
等
控
除
が
減
ら
さ
れ
る

と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
所
得
税
の
改
正
に
つ
い
て
は

平
成

年
分
か
ら
適
用
さ
れ
る
。

　
一
方
、
法
人
税
は
ど
う
か
と
い

う
と
、
全
体
的
に
減
税
の
方
向
で

あ
る
。
前
回
取
り
上
げ
た
、
事
業

承
継
に
関
す
る
も
の
や
、
設
備
投

資
や
賃
上
げ
を
促
し
た
減
税
策
と

な
っ
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
諸
外
国
に
比
べ
、

わ
が
国
の
法
人
税
は
高
い
と
さ
れ

て
い
る
の
で
、
諸
外
国
並
み
に
減

税
し
、
企
業
誘
致
と
い
う
観
点
か

ら
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
だ
が
、
所

得
税
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
少
し
悪
い

よ
う
で
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
、
今
回
の
改
正
点
で

興
味
深
い
税
の
創
設
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
国
際
観
光
旅
客
税
（
仮

称
）
で
あ
る
。
内
容
は
、
本
邦
か

ら
出
国
す
る
観
光
旅
客
等
は
そ
の

出
国
の
際
に
千
円
税
金
が
か
か
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。こ
ち
ら
は
、

平
成

年
１
月
７
日
以
後
の
出
国

に
つ
い
て
適
用
す
る
予
定
で
あ

る
。

　
（

村
税
理
士
事
務
所
代
表
、


村
健
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
最
終
回
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帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
２

０
１
７
年

月
、
全
国
の
企

業
を
対
象
に
２
０
１
８
年
の

景
気
見
通
し
に
対
す
る
意
識

調
査
を
行
っ
た
。
２
０
１
８

年
の
景
気
見
通
し
に
つ
い

て
、
「
回
復
」
を
見
込
む
企

業
は

・
３
％
で
、
２
０
１

７
年
の
見
通
し
を
聞
い
た
前

回
調
査（
２
０
１
６
年

月
、


・
０
％
）
か
ら
大
き
く
増

加
し
た
。
２
０
１
８
年
景
気

へ
の
懸
念
材
料
は
「
人
手
不

足
」
が

・
９
％
と
最
も
多

か
っ
た
。

　
２
０
１
８
年
の
見
通
し
は

こ
の
ほ
か
、
「
踊
り
場
」
が


・
４
％
、
「
悪
化
」
が


・
３
％
、
「
分
か
ら
な
い
」

が

・
０
％
。
踊
り
場
は
前

回
調
査
（

・
９
％
）
か
ら

増
加
し
た
が
、
悪
化
は
減
少

（
前
回

・
０
％
）
し
た
。

　
回
復
を
見
込
む
企
業
か
ら

は
「
東
京
五
輪
前
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
効
果
も
大
き
く
内
需

拡
大
が
図
れ
る
」
（
木
造
建

築
工
事
）
、
「
半
導
体
や
ス

マ
ホ
、
有
機
Ｅ
Ｌ
、
自
動
運

転
関
連
で
設
備
投
資
が
堅
調

に
推
移
し
好
調
が
続
く
」

（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加
工
機
械

・
同
付
属
装
置
製
造
）
な
ど

の
声
が
あ
が
っ
た
。

　
２
０
１
８
年
景
気
へ
の
懸

念
材
料
（
三
つ
ま
で
の
複
数

回
答
）
は
「
人
手
不
足
」
が

最
も
多
く
、
前
回
調
査
（


・
４
％
）
か
ら

・
５
㌽
増

加
し
た
。
次
い
で
「
原
油
・

素
材
価
格
（
上
昇
）」（

・

０
％
、前
回
調
査

・
５
％
）、

「
消
費
税
制
」（

・
７
％
、

同

・
６
％
）
が
続
き
、
い

ず
れ
も
前
回
調
査
か
ら
大
幅

に
増
加
し
た
。

　
景
気
が
回
復
す
る
た
め
に

必
要
な
政
策
（
複
数
回
答
）

は
、
「
個
人
消
費
拡
大
策
」

が

・
４
％
と
、
６
年
連
続

で
ト
ッ
プ
だ
っ
た
。以
下「
所

得
の
増
加
」（

・
８
％
）、

「
個
人
向
け
減
税
」
（

・

８
％
）、「
法
人
向
け
減
税
」

（

・
９
％
）
、
「
年
金
問

題
の
解
決
（
将
来
不
安
の
解

消
）」（

・
０
％
）な
ど
。

（１７） 第２９２２号第３種郵便物認可２０１８年（平成３０年）１月５日（金曜日）

　
内
閣
府
と
財
務
省
は
こ
の

ほ
ど
、
法
人
企
業
景
気
予
測

調
査
の

～

月
期
分
を
公

表
し
た
。
同
期
の
自
社
の
景

況
判
断
Ｂ
Ｓ
Ｉ
（
上
昇
の
企

業
割
合
か
ら
下
降
の
企
業
割

合
を
引
い
た
値
）
は
、
大
企

業
と
中
堅
企
業
が
「
上
昇

超
」
、
中
小
企
業
が
「
下
降

超
」
と
な
っ
た
。
１
～
３
月

も
同
様
の
見
通
し
。

　
大
企
業
が
６
・
２
で
前
期

（
７
～
９
月
期
）
比
１
・
１

㌽
増
。
中
堅
企
業
が
５
・
３

で
、
同
０
・
２
㌽
増
。
中
小

企
業
が
マ
イ
ナ
ス
２
・
３
で
、

同
４
・
２
㌽
増
。
全
て
増
加

し
た
が
、
中
小
企
業
の
み
下

降
超
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
中
小
企
業
の
中
で
は
、
製

造
業
が
同
８
・
８
㌽
増
の
２

・
０
と
上
昇
超
に
転
じ
た
。

非
製
造
業
は
同
３
・
２
㌽
増

の
マ
イ
ナ
ス
３
・
２
と
、
増

加
な
が
ら
下
降
超
に
と
ど
ま

っ
た
。

　
１
～
３
月
の
見
通
し
は
、

大
企
業
が
５
・
２
、
中
堅
企

業
が
４
・
１
、
中
小
企
業
が

マ
イ
ナ
ス
５
・
３
。
中
小
企

業
の
み
下
降
超
に
と
ど
ま
る

見
通
し
。
中
小
企
業
の
製
造

業（
マ
イ
ナ
ス
４
・
６
）も
下

降
超
に
落
ち
込
む
見
通
し
。

　
総
務
省
は
こ
の
ほ
ど
、
家

計
消
費
動
向
調
査
（
支
出
関

連
項
目
、２
人
以
上
の
世
帯
）

の

月
分
を
公
表
し
た
。
同

月
の
宿
泊
料
へ
の
支
出
は
１

世
帯
当
た
り
２
１
７
３
円

で
、
前
年
同
月
比
で
実
質
２

・
９
％
増
加
し
た
。

　
調
査
は
購
入
頻
度
が
少
な

い
高
額
な
財
（
商
品
）
、
サ

ー
ビ
ス
へ
の
支
出
を
調
べ
た

も
の
。

　
旅
行
関
係
で
は
こ
の
ほ

か
、パ
ッ
ク
旅
行
費（
国
内
）

が
２
５
７
５
円
で
、
同

・

４
％
減
。
パ
ッ
ク
旅
行
費

（
外
国
）が
１
４
７
５
円
で
、

同

・
１
％
増
。
航
空
運
賃

が
７
８
０
円
で
、
同

・
８

％
増
。

　

の
支
出
項
目
別
で
増
加

率
が
高
か
っ
た
の
は
、
１
６

６
・
０
％
増
の
ゲ
ー
ム
機

（
ソ
フ
ト
は
除
く
）
、

・

１
％
増
の
給
排
水
関
係
工
事

費
、

・
８
％
増
の
自
動
車

（
中
古
車
）
な
ど
。

　
減
少
率
が
高
か
っ
た
の

は
、

・
６
％
減
の
出
産
入

院
料
、

・
５
％
減
の
庭
・

植
木
の
手
入
れ
代
、

・
４

％
減
の
婦
人
用
ス
ー
ツ
・
ワ

ン
ピ
ー
ス
な
ど
。

　

月
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
支
出
額
（
２
人

以
上
の
世
帯
）
は
１
世
帯
当

た
り
１
万
３
６
０
円
で
、
前

年
同
月
比
で
名
目

・
５
％

増
加
し
た
。
支
出
項
目
別
で

は
旅
行
関
係
費
（
宿
泊
料
、

運
賃
、
パ
ッ
ク
旅
行
費
）
が

２
３
０
５
円
と
最
も
多
く
、

同

・
１
％
増
加
し
た
。

　
ほ
か
の
項
目
は
、
食
料
が

１
３
７
６
円
で
、
同

・
０

％
増
。
衣
類
・
履
物
が
１
３

４
０
円
で
、同

・
０
％
増
。

家
電
が
６
５
４
円
で
、
同
１

・
２
％
増
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
調

査
に
よ
る
と
、
２
０
１
８
年

に
「
周
年
記
念
」
を
迎
え
る

企
業
は
全
国
に

万
９
３
５

９
社
、
こ
の
う
ち
上
場
企
業

は
３
８
２
社
判
明
し
て
い

る
。
観
光
関
連
で
は
京
浜
急

行
電
鉄
の
１
２
０
周
年
、
は

と
バ
ス
の

周
年
な
ど
が
あ

る
。

　
１
９
８
８
年（
昭
和

年
）

に
創
業
し
、

周
年
を
迎
え

る
企
業
が
２
万
４
８
０
０
社

と
最
多
。
１
９
６
８
年
（
昭

和

年
）
創
業
の

周
年
が

２
万
３
３
６
１
社
で
こ
れ
に

続
く
。
上
場
企
業
で
は
１
９

４
８
年
（
昭
和

年
）
創
業

の

周
年
が

社
で
最
多
だ

っ
た
。

　
１
９
１
８
年（
大
正
７
年
）

創
業
の
１
０
０
周
年
は
１
３

０
８
社
、
１
８
１
８
年
（
文

化

年
・
文
政
元
年
）
創
業

の
２
０
０
周
年
は

社
、
１

７
１
８
年
（
享
保
３
年
）
創

業
の
３
０
０
周
年
は

社
判

明
し
た
。

　
最
も
古
い
の
は
４
５
０
周

年
、
１
５
６
８
年
（
永
禄


年
）
創
業
の
吉
字
屋
本
店

（
本
社
・
山
梨
県
甲
府
市
）。

初
代
塩
屋
孫
左
衛
門
が
武
田

信
玄
の
命
を
受
け
、
越
後
産

塩
の
取
引
を
請
け
負
っ
た
の

が
始
ま
り
と
さ
れ
、
現
在
は

山
梨
県
内
で
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
を
５
店
経
営
す
る
ほ

か
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
卸
、
販
売
事

業
も
行
っ
て
い
る
。

　
１
０
０
周
年
企
業
を

の

業
種
別
に
見
る
と
、
製
造
業

が
３
９
５
社
、
構
成
比

・

２
％
と
最
多
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
、
帝
人
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ホ
ー
チ

キ
な
ど
の
大
手
メ
ー
カ
ー
が

名
を
連
ね
る
。

　
ま
た

周
年
企
業
は
建
設

業
が
９
４
１
４
社
、
同

・

３
％
、

周
年
企
業
は
サ
ー

ビ
ス
業
が
６
０
９
３
社
、
同


・
０
％
と
最
多
と
な
っ
て

い
る
。

　
都
道
府
県
別
で
は
１
０
０

周
年
、

周
年
、

周
年
と

も
東
京
都
が
最
多
。
周
年
記

念
企
業
数
を
全
企
業
数
で
割

っ
た
「
出
現
率
」
は
、
１
０

０
周
年
が
秋
田
県
（
出
現
率

０
・

％
）
、

周
年
が
群

馬
県
と
岐
阜
県
（
同
２
・


％
）
、

周
年
が
沖
縄
県

（
同
２
・

％
）
が
ト
ッ
プ

と
な
っ
て
い
る
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
２
０
１
７
年

月
の

全
国
企
業
倒
産
（
負
債
１
千

万
円
以
上
の
法
的
整
理
）
は

６
４
６
件
で
、
３
カ
月
ぶ
り

に
前
年
同
月
比
減
少
し
た
。

負
債
総
額
は
１
３
４
９
億
８

３
０
０
万
円
で
、
２
カ
月
連

続
で
同
減
少
し
た
。

　
件
数
は
前
年
同
月
比
４
・

２
％
、
前
月
比

・
６
％
そ

れ
ぞ
れ
減
少
。
負
債
総
額
は

前
年
同
月
比

・
８
％
減
少
、

前
月
比

・
４
％
増
加
し
た
。

　
件
数
を
７
業
種
別
に
見
る

と
、
５
業
種
で
前
年
同
月
を

下
回
っ
た
。
こ
の
う
ち
運
輸

・
通
信
業
は

件
。
同

・

５
％
の
大
幅
減
で
、
２
カ
月

連
続
で

％
以
上
の
２
桁
減

と
な
っ
た
。
製
造
業
は
同
９

・
３
％
減
の

件
。
２
カ
月

連
続
で
前
年
同
月
を
下
回

り
、
２
０
０
０
年
以
降
の
最

少
と
な
っ
た
。

　
サ
ー
ビ
ス
業
は
同
７
・
２

％
減
の
１
４
２
件
。

　
９
の
地
域
別
で
は
４
地
域

で
前
年
同
月
比
減
少
し
た
。

こ
の
う
ち
東
北
（

件
、
同


・
５
％
減
）
、
関
東
（
２

３
９
件
、同

・
４
％
減
）、

九
州
（

件
、
同

・
６
％

減
）
の
３
地
域
は
２
桁
減
少

し
た
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
旅
行
業
の
ア
バ
ン
テ

ィ
リ
ゾ
ー
ト
ク
ラ
ブ
（
東
京

都
）
が

月

日
、
東
京
地

裁
へ
自
己
破
産
を
申
請
し
、

同
日
破
産
手
続
き
開
始
決
定

を
受
け
た
。

　
同
社
は
１
９
９
７
年
設

立
。
第
１
種
旅
行
業
者
と
し

て
自
社
企
画
の
海
外
格
安
ツ

ア
ー
を
「
Ａ
Ｒ
Ｃ
ツ
ア
ー
」

ブ
ラ
ン
ド
で
展
開
。
大
手
旅

行
業
主
催
の
国
内
ツ
ア
ー
も

販
売
し
て
い
た
。
た
だ
、
同

業
者
と
の
競
争
激
化
か
ら
旅

行
者
が
減
少
、
売
り
上
げ
低

迷
が
続
い
て
い
た
。

　
負
債
は
４
億
９
７
０
０
万

円
。
一
般
の
旅
行
者
に
対
す

る
被
害
額
が
６
５
０
０
万
円

に
上
る
が
、
全
額
が
弁
済
さ

れ
る
見
込
み
。

　
※
お
断
り
　
今
週
の
「
道

標
」
は
休
み
ま
し
た
。
ま
た

隔
週
連
載
の
「
シ
ニ
ア
マ
イ

ス
タ
ー
経
営
の
知
恵
」
は
１

月

日
付
に
掲
載
し
ま
す
。


